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安全で安心して利用できる都市公園づくり

平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 多治見市

長寿命化計画に基づいた維持補修等の予防保全的な管理を行い、公園の安全・安心を持続的に確保しライフサイクルコストの縮減を図っていく。

①公園施設長寿命化計画策定公園数の割合を10.7％（H26）から100％（H30）に増加させる。
②公園施設長寿命化対策支援事業により維持補修された公園の割合を0％（H26）から100％（H30）に増加させる。
③安全・安心に公園を利用できる遊具数の割合を46.5％（H26）から50％（H30）に増加させる。

（H26当初） （H30末）

①公園施設長寿命化計画策定公園数の割合
長寿命化計画の策定進捗率を算出する。
（公園施設長寿命化計画の策定進捗率）＝（公園施設長寿命化計画の策定済数）/（対象都市公園数）

②公園施設長寿命化対策支援事業により維持補修された公園の割合
公園施設長寿命化対策支援事業により維持補修した公園の進捗割合を算出する。
（公園施設長寿命化対策支援事業により維持補修した公園の進捗率）＝
（公園施設長寿命化対策支援事業により維持補修した公園数）/（長寿命化計画策定対象都市公園数）

③安全・安心に公園を利用できる遊具数の割合
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○事後評価の実施体制、実施時期

A　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

小計 170.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0.0

番号 備考

公園施設長寿命化計画策
定　25公園

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）
要素となる事業名

全体事業費
（百万円）要素となる事業名番号 事業内容事業者

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
全体事業費 Ａ170百万円

効果促進事業費の割合

事業内容

市町村名

番号

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

工種

省略

市町村名

省略
工種

事業者 事業内容

令和8年3月

0百万円ＣＢ 0百万円170百万円

交付対象事業

要素となる事業名

多治見市公式ホームページで公表

 市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

事業者

事　後　評　価

実施体制 事後評価の実施時期 公表の方法

事業担当課である多治見市緑化公園課にて事後評価を実施した

A12-001 公園 一般

A12-002

多治見市 直接 　公園施設長寿命化計画策定調査

　公園施設長寿命化対策支援事業公園 一般 多治見市 直接 多治見市

多治見市

遊具更新・施設改修　28
公園

多治見市

多治見市

20.0

150.0
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事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ　定量的指標に関連する交付金対象事業の効果の発現状況
長寿命化計画の策定により、遊具等の公園施設を適切なタイミングで改築・更新を行うことが可能となり、さらにライフサイクルコストの縮減を図
ることが可能となった。
遊戯施設の更新等により、公園利用者の安全性が向上した。

指標①
公園施設長寿命化計画策定公園数
の割合

最終目標値 100.0
目標値と実績値に差が出
た要因

目標達成

最終実績値 100.0

指標②
公園施設長寿命化対策支援事業に
より維持補修された公園の割合

最終目標値 100.0
目標値と実績値に差が出
た要因

目標達成

最終実績値 100.0

指標③
安全・安心に公園を利用できる遊
具数の割合

最終目標値 50.0
目標値と実績値に差が出
た要因

目標達成

最終実績値 57.1

引き続き、定期点検等により施設の安全性の確認を行うとともに、公園施設長寿命化計画に基づき、施設の更新等を効率的かつ効果的に実施し、公園利用者の安全・安心の確保を図る。

Ⅲ　定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況（必要に応じ
て記述）

特記事項（今後の方針等）

Ⅱ　定量的評価の達成状況


